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七
月
十
一
日
（
月
）・
十
二
日
（
火
）

の
二
日
間
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
を
会
場

に
「
二
〇
二
二
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

研
修
会
」
を
開
催
。
二
十
七
社
よ
り

四
十
八
名
、
経
営
者
側
を
含
め
て
約

九
〇
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
「
こ
の
三
ケ
月
間
を
振

り
返
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
社
会

人
の
意
識
」
や
「
人
生
一
〇
〇
年
時

代
を
生
き
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
の
講

義
、
先
輩
社
員
三
名
に
よ
る
「
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
実

施
。そ
の
後
の
グ
ル
ー
ブ
討
論
で
は
、

学
び
や
気
づ
き
の
シ
ェ
ア
、
今
後
の

仕
事
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
な
ど

を
経
営
者
側
も
交
え
て
各
グ
ル
ー
プ

で
率
直
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
今
後

の
仕
事
へ
の
向
き
合

い
方
を
考
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、「
報

連
相
」
の
講
義
、「
傾

聴
と
合
意
形
成
」
の

講
義
＆
ワ
ー
ク
、「
来

年
三
月
ま
で
に
こ
れ

が
で
き
た
ら
社
会
人

一
年
目
は
上
出
来
」

の
講
義
＆
グ
ル
ー
プ

討
論
な
ど
を
実
施
し

た
上
で
、各
自
が「
行

動
目
標
シ
ー
ト
」
を

作
成
。
最
後
に
二
日

繋
が
る
人
財
に
な
れ
る
よ
う
行
動

し
て
い
き
た
い
。

［
経
営
者
］

○�

今
後
は
も
っ
と
「
自
分
の
力
で
考

え
る
」
機
会
が
仕
事
の
中
で
増
え

て
い
く
。
段
々
と
ど
ん
な
状
況
で

も
自
分
の
意
見
が
言
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。

○�

直
接
会
っ
て
話
す
こ
と
で
、
研
修

生
同
士
の
よ
り
深
い
学
び
に
繋

が
っ
た
と
思
う
。
集
合
研
修
の
良

さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

間
の
学
び
の
振
り
返
り
（
総
括
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ
ポ
ー
ト

＆
経
営
者
側
の
感
想
（
抜
粋
）
を
左

記
に
掲
載
し
ま
す
。

［
研
修
生
］

○�

今
の
仕
事
を
楽
し
む
た
め
に
も
、

も
う
少
し
楽
に
前
向
き
に
考
え

て
、
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

○�

お
客
様
や
上
司
の
負
担
軽
減
な

ど
、「
誰
か
の
為
に
動
け
る
人
」

に
な
れ
る
よ
う
、
様
々
な
考
え
方

や
知
識
を
学
ん
で
い
き
た
い
。

○�

来
年
の
三
月
ま
で
に
、
主
体
的
に

仕
事
に
関
わ
り
、
教
え
ら
れ
る
先

輩
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。

○�

自
分
が
今
出
来
る
こ
と
、
出
来
な

い
こ
と
を
明
確
に
し
、
仕
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

○�
研
修
で
学
ん
だ
事
を
胸
に
着
実
に

経
験
値
を
重
ね
、
会
社
の
利
益
に

● 

２
０
２
２
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会 

●

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
！
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七
月
四
日
（
月
）、
三
朋
企
業
㈱
・

前
橋
営
業
所
を
会
場
に
、
共
同
求
人

委
員
会
設
営
に
よ
る
「
採
用
に
関
す

る
情
報
交
換
会
」を
開
催
。
第
一
部
・

勉
強
会
、
第
二
部
・
情
報
交
換
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
、企
業
の
発
展
・

継
続
に
不
可
欠
な
採
用
活
動
に
つ
い

て
、
参
加
者
同
士
が
一
緒
に
学
び
合

い
、
採
用
活
動
の
現
状
や
課
題
を
交

流
し
合
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
・
勉
強
会
で
は
「
面
接
力

強
化
セ
ミ
ナ
ー
～
自
社
の
求
め
る
人

材
を
明
確
に
し
、
応
募
者
の
特
性

を
見
極
め
る
た
め
に
～
」
と
題
し

て
、
採
用
支
援
・
組
織
開
発
な
ど
を

手
掛
け
る
㈱
プ
ロ
タ
ゴ
ワ
ー
ク
ス
・

赤
根
氏
／
野
尻
氏

（
高
崎
支
部
）
が

講
義
。
面
接
官
の

印
象
が
企
業
へ
の

志
望
度
に
大
き
く

影
響
（
お
よ
そ
九

割
）
し
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
、

有
効
求
人
倍
率
や

生
産
年
齢
人
口
の

推
移
な
ど
の
統
計

デ
ー
タ
を
示
し
て

「
今
は
求
職
者
か

ら
選
ば
れ
る
企
業

に
な
ら
な
い
と
、

そ
も
そ
も
応
募
す

ら
し
て
も
ら
え
な

い
時
代
」
で
あ
る

Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
、
選
ば
れ

る
企
業
づ
く
り
を
進
め
る
」「
来
る

も
の
拒
ま
ず
か
ら
の
脱
却
。
採
用
か

ら
定
着
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ

と
が
大
事
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
面
接
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
内
容
で
し
た
が
、
次
回
以
降

も
採
用
に
関
す
る
情
報
交
換
会
の
な

か
で
各
社
の
課
題
解
決
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
勉
強
会
を
企
画
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

こ
と
を
参
加
者
に
投
げ
掛
け
た
上

で
、
採
用
・
面
接
の
目
的
や
位
置
づ

け
の
確
認
、
よ
く
あ
る
面
接
の
問
題

点
な
ど
を
事
例
を
交
え
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
良
い
面
接
を
実
現
さ
せ
る

た
め
の
手
法
と
し
て
「
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
面
接
」
を
提
案
。
第
一
印
象
に

よ
る
思
い
込
み
や
応
募
者
の
自
己
分

析
に
基
づ
く
情
報
な
ど
に
左
右
さ
れ

ず
、
成
果
に
つ
な
げ
た
行
動
事
実
の

み
を
確
認
す
る
有
効
性
を
指
摘
し
、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
を
踏
ま
え

た
面
接
の
技
術
、
面
接
後
の
評
価
、

さ
ら
に
は
入
社
後
の
人
材
育
成
に
も

言
及
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
・
情
報
交
換
会
で
は
「
採

用
の
課
題
は
何
で
す
か
？
そ
れ
を
解

決
す
る
た
め
に
何
を
学
び
た
い
？
」

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施

し
、
各
社
の
採
用
活
動
の
現
状
や
課

題
な
ど
を
、ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
交
流
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
採
用
・

面
接
に
対
す
る
取
り
組
み
が
未
熟
で

あ
る
と
痛
感
。
各
社
の
成
功
事
例
を

聞
い
て
参
考
に
し
た
い
」「
自
社
の

共
同
求
人
委
員
会

共
同
求
人
委
員
会

採
用
に
関
す
る
情
報
交
換
会

採
用
に
関
す
る
情
報
交
換
会
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奇
数
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
部
会

（
例
会
）
を
開
催
す
る
鶴
の
花
部
会

で
は
、
七
月
十
九
日
（
火
）、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
会
場
に
七
月

部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
「
女
性
経
営
者
全
国
交

流
会
〝
学
び
の
シ
ェ
ア
〟」
と
し
て
、

参
加
者
が
学
ん
だ
事
や
気
づ
き
を
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
お
互
い

の
理
解
を
深
め
る
目
的
で
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

女
全
交
に
参
加
し
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
・
齋
藤
氏
、

ビ
オ
エ
ナ
ジ
ー
㈱
・
澤
浦
氏
が
報
告

者
を
務
め
、
当
日
の
学
び
と
大
会
の

様
子
な
ど
を
シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。
報

告
の
後
は
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、

今
後
の
鶴
の
花
部
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
内
容
の
発
表
で
は
「
固
定
概

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
活
動
の
充
実
を

目
指
し
た
い
」「
同
じ
立
場
の
女
性

と
話
せ
る
機
会
は
大
切
に
し
て
い
き

た
い
」「
他
県
の
活
動
か
ら
学
び
、

群
馬
（
鶴
の
花
部
会
）
と
し
て
ど
う

し
て
い
く
か
も
大
切
」
な
ど
の
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
双

方
を
意
識
し
た
充
実
し
た
例
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
（
水
）、
ホ
ワ
イ

ト
パ
ー
ク
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会

場
に
「
渋
川
吾
妻
支
部
六
月
例
会
」

を
開
催
。高
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

院
長
・
小
川
哲
史
氏
を
講
師
に
招
い

て
「
進
歩
す
る
医
療
現
場
の
最
前
線

よ
り
～
私
が
実
践
し
て
い
る
健
康
法

と
病
院
経
営
～
」
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
同

支
部
会
員
・
他
支
部
会
員
・
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
な
ど
四
十
六
名
。

　

小
川
氏
は
、
地
域
医
療
を
リ
ー
ド

す
る
同
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
や
基
本
理

念
・
方
針
を
は
じ
め
、病
床
・
診
療
科
・

職
員
数
な
ど
の
概
況
を
紹
介
。
病
院

経
営
に
お
け
る
工
夫
や
取
り
組
み
と

ト
レ
・
食
事
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。

最
後
に「
健
康
よ
り
幸
福
を
考
え
る
。

若
ぶ
ら
ず
年
寄
り
ぶ
ら
ず
、
好
き
な

こ
と
を
ど
ん
ど
ん
す
る
の
が
大
事
」

と
語
り
、自
身
が
実
践
し
て
い
る「
ゆ

る
い
健
康
法
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
病
院

も
企
業
も
組
織
経
営
の
根
幹
は
同

じ
。
学
べ
る
と
こ
ろ
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
例
会
だ
っ
た
」「
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
を
巻
き
込
ん
で
い
く
経
営
手

法
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
」「
教
え

て
も
ら
っ
た
健
康
法
を
継
続
で
き
る

範
囲
で
実
践
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
て
「
使
命
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確

に
示
す
」「
業
務
を
標
準
化
・
可
視

化
す
る
」「
職
員
の
や
り
が
い
度
・

満
足
度
を
上
げ
る
」「
サ
ー
ビ
ス
志

向
の
文
化
を
つ
く
る
」
の
四
つ
を
挙

げ
、
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
の
具

体
策
を
一
つ
ひ
と
つ
詳
細
に
説
明
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

院
長
就
任
か
ら
特
に
大
切
に
感
じ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
優
秀
な
職
員

に
ポ
ス
ト
と
権
限
を
与
え
、
院
長
は

環
境
を
整
え
る
こ
と
に
専
念
す
る
」

「
素
晴
ら
し
い
行
為
を
褒
め
、
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
」「
常
に
全

職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

努
め
、
意
見
・
要
望
に
は
迅
速
に
返

答
す
る
」
と
語
っ
た
小
川
氏
。
ま

た
、
前
述
の
様
々
な
工
夫
や
取
り
組

み
の
成
果
に
も
触
れ
、
救
急
車
搬
送

数
の
増
加
や
臨
床
指
標
の
改
善
、
医

師
が
働
き
た
い
病
院
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
デ
ー
タ
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

講
演
の
後
半
は
「
人
生
一
〇
〇
年

時
代
を
楽
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康

管
理
」
と
銘
打
っ
て
、
が
ん
や
生
活

習
慣
病
の
予
防
対
策
、
人
生
ラ
ス
ト

一
〇
年
問
題
（
自
分
で
活
動
で
き
な

い
期
間
）
を
解
決
す
る
効
果
的
な
筋

女性経営者全国交流会女性経営者全国交流会
� 〝学びのシェア〟� 〝学びのシェア〟

鶴の花７月部会（例会）

進
歩
す
る
医
療
現
場
の
最
前
線
よ
り

進
歩
す
る
医
療
現
場
の
最
前
線
よ
り渋

川
吾
妻
支
部
６
月
例
会
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六
月
二
十
一
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場

に
「
伊
勢
崎
支
部
六
月
例
会
」
を
開

催
。
和
牛
繁
殖
を
手
掛
け
る
㈲
ビ
ク

ト
リ
ー
、
代
表
取
締
役
・
根
岸
拓
哉

氏
（
伊
勢
崎
支
部
）
が
報
告
者
を
務

め
、「
最
も
保
守
的
な
業
界
へ
の
あ

く
な
き
挑
戦
～
自
分
の
器
量
を
超
え

た
牧
場
経
営
へ
の
道
の
り
～
」
を

テ
ー
マ
に
自
身
の
経
営
体
験
を
語
り

ま
し
た
。

　

二
度
の
大
学
受
験
失
敗
か
ら
の
家

出
、
大
学
入
学
と
退
学
、
専
門
学
校

か
ら
映
像
系
企
業
へ
の
就
職
な
ど
の

紆
余
曲
折
を
経
て
、
狂
牛
病
問
題
で

経
営
危
機
に
直
面
す
る
家
業
へ
と
入

社
。
そ
の
後
、
父
の
急
逝
に
と
も
な

い
二
十
六
歳
の
若
さ
で
社
長
に
就
任

し
た
根
岸
氏
。
自
分
の
器
量
を
超
え

た
仕
事
と
対
峙
す
る
に
は
「
平
時
か

ら
危
機
を
想
定
し
て
準
備
す
る
こ
と

が
重
要
」
と
し
た
上
で
、資
産
（
人
・

物
・
金
）
の
質
を
高
め
続
け
て
き
た

経
営
実
践
を
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
自
分
の
器
量
を

超
え
た
仕
事
と
対
峙
し
た
と
き
に
ど

う
向
き
合
う
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
本
や
実
体

験
か
ら
の
学
び
を
、
い
か
に
行
動
に

移
せ
る
か
」「
戦
う
た
め
に
必
要
な

武
器
を
持
つ
」「
ピ
ン
チ
に
こ
そ
経

営
者
の
胆
力
が
試
さ
れ
る
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

最も保守的な業界への最も保守的な業界への
� あくなき挑戦� あくなき挑戦

伊勢崎支部６月例会

　

六
月
二
十
三
日
（
木
）、
韮
川
行

政
セ
ン
タ
ー
・
小
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
現
地
開
催
の
例

会
が
減
っ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
開

催
で
き
な
か
っ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
障
害

児
通
所
支
援
事
業
を
行
う
、
Ｇ
Ｒ
Ｏ

Ｗ
Ｔ
Ｈ
㈱
、
代
表
取
締
役
・
所
谷
忠

治
氏
。
屋
根
や
壁
の
改
修
工
事
、
防

水
工
事
な
ど
を
行
う
、
ク
ボ
タ
金
属

　

六
月
二
十
四
日
（
金
）、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場

に
「
高
崎
支
部
六
月
例
会
」
を
開
催
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
支
援
な
ど
の

㈱
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
取
締
役
・
浅
見

剛
氏
（
ほ
か
川
田
氏
・
荻
久
保
氏
・

天
野
氏
の
三
名
）
を
招
い
て
「
超
初

心
者
の
広
告
入
門
（
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
編
）

～
売
上
に
直
結
す
る
広
告
戦
略
の
や

り
方
と
コ
ス
ト
の
か
け
方
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
講
演
や
グ
ル
ー
プ
討
論

を
通
し
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

浅
見
氏
は
、
デ
ジ
タ
ル
利
活
用
の
は

じ
め
の
一
歩
と
し
て
、
無
料
で
取
り
組

め
る
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
の
機
能
や�
Instagram

・Facebook

・T
w
itter�

・LINE

な
ど
の
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

た
集
客
手
法
を
説
明
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
の
世
界
で
選
ば
れ
る
た
め
に
は

「
顧
客
分
析
の
徹
底
（
顧
客
中
心
ア
プ

ロ
ー
チ
）
が
不
可
欠
」
と
し
た
上
で
、

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
事
業
の
身
近
な
成
功
事
例

を
複
数
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
「
自
社
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組

み
の
共
有
と
今
後
取
り
組
み
た
い
内

㈱
、
常
務
取
締
役
・
久
保
田
貴
美
氏
。

人
材
派
遣
業
の
㈱
ア
リ
サ
テ
ッ
ク
、

代
表
取
締
役
・
佐
藤
ジ
ゼ
レ
氏
。
農

畜
産
物
の
生
産
・
販
売
を
行
う
、
㈱

久
保
田
農
場
、
代
表
取
締
役
・
久
保

田
賢
治
氏
。
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

業
・
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
業

の
㈱
ホ
シ
ノ
、
専
務
取
締
役
・
星
野

仁
彦
氏
の
五
名
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
内
容
に
加
え
自

己
紹
介
を
行
う
こ
と
で
、
各
企
業
の

得
意
分
野
や
意
外
な
趣
味
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
一
気
に
距
離
が
縮

ま
っ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

超
初
心
者
の
広
告
入
門
（
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
編
）

超
初
心
者
の
広
告
入
門
（
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
編
）

太
田
支
部
６
月
例
会

高
崎
支
部
６
月
例
会

容
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実

施
。
お
招
き
し
た
専
門
家
四
名
に
も

加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
適
宜
ア
ド
バ
イ

ス
や
有
益
な
情
報
な
ど
を
も
ら
い
な
が

ら
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。



同 友 ぐ ん ま（5）2022年 8月号 第486号

　

六
月
十
五
日
（
水
）、如
意
寺
（
村

田
賢
秀
氏
／
前
橋
支
部
）を
会
場
に
、

恒
例
と
な
っ
た
坐
禅
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
お
寺
を
会
場
に
行
う
坐
禅

は
、
日
頃
の
喧
噪
か
ら
離
れ
、
心
を

落
ち
着
か
せ
る
時
間
と
し
て
好
評
を

得
て
お
り
、
他
支
部
か
ら
の
参
加
も

あ
っ
て
、
本
堂
だ
け
で
は
入
り
き
ら

な
い
程
で
し
た
。

　

呼
吸
の
大
切
さ
を
学
び
、
二
〇
分

間
の
坐
禅
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
後

は
、
昨
年
掲
げ
た
目
標
を
振
り
返
り

つ
つ
、
新
た
な
目
標
を
設
定
す
る
グ

ル
ー
プ
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
で
の
課
題
や
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
対
策
な
ど
の
情
報
交
換
も

行
い
な
が
ら
、
目
標
記
入
シ
ー
ト
を

埋
め
て
い
き
ま
し
た
。
記
入
さ
れ
た

シ
ー
ト
は
、
ま
た
来
年
の
坐
禅
例
会

で
振
り
返
り
ま
す
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
坐
禅

は
も
ち
ろ
ん
、
各
社
の
目
標
共
有
は

刺
激
に
な
っ
て
良
い
」「
雑
念
な
く

坐
禅
を
行
う
事
の
難
し
さ
を
知
っ

た
」「
自
分
と
向
き
合
う
時
間
は
今

後
も
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た

感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

恒例の坐禅例会を開催恒例の坐禅例会を開催
前橋支部６月例会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
六
月

二
十
三
日
（
木
）、
富
岡
公
民
館
を

会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
。
有
料
職

業
紹
介
、各
種
コ
ン
サ
ル
、企
業
マ
ッ

チ
ン
グ
、
医
療
・
介
護
機
器
販
売
な

ど
を
手
掛
け
る
㈱
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ

ｓ
、
代
表
取
締
役
・
石
井
亮
氏
を
ゲ

ス
ト
報
告
者
に
迎
え
「
新
し
い
時
代

の
新
卒
採
用
を
考
え
る
～
中
小
企
業

産
学
マ
ッ
チ
ン
グ
へ
の
提
案
～
」
と

題
し
て
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
井
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
卒
採

用
に
お
け
る
中
小
企
業
側
の
ス
タ
ン

　

報
告
を
受
け
て
の
グ
ル
ー
プ
討
論

で
は
「
マ
ッ
チ
ン
グ
提
案
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
？
」
と
の
テ
ー
マ

で
、
石
井
氏
の
提
案
す
る
大
学
と
の

産
学
連
携
に
対
し
て
率
直
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
の
発
表
で

は
「
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
実
に
取
り
組
め
れ
ば
面
白

そ
う
」「
今
回
は
学
校
・
企
業
側
の

立
場
で
の
話
。
学
生
や
保
護
者
に
対

し
て
今
回
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
意
見

を
聞
い
て
み
て
も
良
い
の
で
は
」
と

い
う
よ
う
な
肯
定
的
な
意
見
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
勇
気

を
持
っ
て
行
動
す
る
事
が
大
切
」「
時

代
と
と
も
に
中
小
企
業
も
変
化
し
な

い
と
生
き
残
れ
な
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
を
、
大
学
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

人
票
を
出
し
応
募
し
て
も
ら
う
「
待

ち
の
姿
勢
」
と
し
て
、
地
方
中
小
企

業
の
新
卒
採
用
の
難
し
さ
を
説
明
し

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
今
は
企

業
側
が
求
職
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

攻
め
の
姿
勢
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

市
場
の
変
化
に
合
わ
せ
て
中
小
企
業

側
も
変
わ
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
ダ

イ
レ
ク
ト
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
の
例

を
上
げ
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
新
卒
採
用
の
提
案

と
し
て
、
複
数
の
中
小
企
業
が
連
合

体
と
な
っ
て
大
学
と
連

携
す
る
産
学
連
携
を
挙

げ
、
技
術
だ
け
で
は
な

い
人
材
の
交
流
を
主
と

し
た
、
大
学
・
企
業
・

学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す

る
メ
リ
ッ
ト
や
具
体
的

な
流
れ
を
紹
介
し
ま
し

た
。
報
告
の
最
後
に
は

「
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
中
小
企
業
経
営
の
中

で
、組
織
を
再
構
築
し
、

若
者
に
選
ば
れ
る
強
く

良
い
企
業
を
作
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
ま

と
め
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
の
新
卒
採
用
を
考
え
る

新
し
い
時
代
の
新
卒
採
用
を
考
え
る富

岡
安
中
支
部
６
月
例
会
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沼
田
支
部
で
は
、
六
月
二
十
二
日

（
水
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前

月
の
支
部
総
会
に
て
、
支
部
長
に
選

任
さ
れ
た
㈲
月
夜
野
き
の
こ
園
・
代

表
取
締
役
、
金
子
崇
範
氏
が
「
経

営
者
の
責
任
を
果
た
す
～
決
定
と

チ
ェ
ッ
ク
、
一
人
で
学
ば
な
い
～
」

と
題
し
て
、
支
部
長
と
し
て
の
所
信

表
明
に
変
え
て
、
自
身
の
経
営
体
験

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

き
の
こ
の
生
産
・
販
売
を
行
う
同

社
に
入
社
し
た
金
子
氏
は
、
自
社

し
て
い
ま
す
か
？
」
と
の
テ
ー
マ
で

意
見
交
換
を
行
い
、
各
社
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
や
方
法
を
交
流
し
ま
し
た
。

会
社
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
報
連
相

が
し
易
い
風
通
し
の
良
い
組
織
づ
く

り
が
重
要
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
討
論
内
容
の

発
表
を
受
け
て
「
チ
ェ
ッ
ク
は
誰
が

見
て
も
違
い
が
わ
か
る
事
か
ら
始
め

な
い
と
批
判
が
生
ま
れ
る
。
簡
単
な

事
か
ら
共
通
認
識
を
持
つ
と
や
り
や

す
い
」
と
、
金
子
氏
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
社
長

の
人
間
性
が
社
員
教
育
に
反
映
さ
れ

て
い
る
」「
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
の

た
め
に
、
あ
る
べ
き
姿
を
定
め
る
こ

と
が
重
要
」
と
言
っ
た
感
想
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
製
作
や
、
お
客
様

か
ら
の
声
を
キ
ッ
カ
ケ
に
ク
ワ
ガ
タ

事
業
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
な
ど
を
時

系
列
に
紹
介
。
そ
の
中
で
、
様
々
な

外
部
研
修
を
受
講
し
て
き
た
と
語
る

金
子
氏
は
、
学
び
を
社
内
で
実
践
し

て
い
く
中
で
「
社
員
と
一
緒
に
学
ば

な
い
と
、
共
通
言
語
・
共
通
認
識
を

持
つ
事
が
で
き
ず
に
認
識
の
ズ
レ
が

広
が
り
、
結
果
的
に
実
践
が
浸
透
し

て
い
か
な
い
」
と
い
う
手
探
り
状
態

で
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
経
験
談
も

語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク

に
重
き
を
置
く
考
え
方
に
つ

い
て
は
「
事
前
に
あ
る
べ
き

姿
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
日
も
決

め
て
お
く
こ
と
で
、
チ
ェ
ッ

ク
す
る
側
も
さ
れ
る
側
に
も

外
圧
が
か
か
り
継
続
に
つ
な

が
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
同
じ
事
で
も
第
三

者
に
言
わ
れ
る
と
、
社
員
も

素
直
に
聞
い
て
く
れ
る
。
支

部
会
員
で
連
携
し
て
見
学

（
チ
ェ
ッ
ク
）
し
あ
う
の
も

良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論

で
は
「
ど
ん
な
チ
ェ
ッ
ク
を

経
営
者
の
責
任
を
果
た
す

経
営
者
の
責
任
を
果
た
す

沼
田
支
部
６
月
例
会

　

六
月
二
十
三
日
（
木
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
支
部
六
月
例
会
」
を
開
催
。「
新

会
員
に
よ
る
経
営
体
験
報
告
～
自
己

紹
介
＆
会
社
Ｐ
Ｒ
、
経
営
課
題
を
語

る
！
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
四
月

以
降
、
新
た
な
桐
生
支
部
の
仲
間
に

加
わ
っ
た
木
村
綜
合
法
務
事
務
所
・

木
村
明
宣
氏
、
㈱
ミ
ヤ
ト
ミ
・
宮
本

泰
明
氏
の
二
名
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

支
部
活
動
は
、
多
種
多
様
な
業
種

や
考
え
方
の
会
員
が
集
ま
り
、
交
流

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
学
び
や

発
見
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
の
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。
本
例
会
で
は
体
験

報
告
＆
グ
ル
ー
プ
討
論
を
通
し
て
、

新
会
員
二
名
の
人
柄
や
事
業
内
容
、

経
営
課
題
や
経
営
に
対
す
る
思
い
な

ど
を
深
く
知
る
と
と
も
に
、
新
会
員

が
感
じ
る
同
友
会
の
魅
力
や
同
友
会

へ
の
期
待
を
改
め
て
認
識
す
る
貴
重

な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
こ
れ

か
ら
一
緒
に
新
会
員
と
学
ぶ
の
が
楽

し
み
」「
業
種
を
超
え
て
経
営
課
題

を
気
軽
に
話
し
合
え
る
雰
囲
気
づ
く

り
が
大
事
」「
自
社
の
強
み
の
把
握

と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化
を
進
め
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

新会員による経営体験報告新会員による経営体験報告
桐生支部６月例会
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【チョウ舞う温室　南国の陽気】
� ㈲月夜野きのこ園
　㈲月夜野きのこ園（代表取締役・金子崇範氏／沼
田支部所属）ぐんま昆虫の森（桐生市新里町）の昆
虫ふれあい温室では、雨に濡れることなく、南西諸
島の動植物を心行くまで観賞できる。
　温室は沖縄・西表島をイメージして設計。広さ
1100平方㍍、天井高21㍍の空間に国内最大級のチョ
ウ、オオゴマダラをはじめ11種類約800匹のチョウ
が舞う。時折、チョウが人の汗や整髪剤に吸い寄せ
られて近寄ってくる。
　今年からコノハチョウの飼育にも挑戦し、４月か
ら42匹を放った。日陰を好み、木の葉のような色を
しており、「見つけられたら、とっても幸運」（同園）
という。
� ［６／ 22付上毛］

【工事の安全誓い大会】
� 石川建設㈱
　総合建設業の石川建設㈱（部長・石川貢氏／太田
支部所属）は２日、工事現場の安全について意識を
高める「第46回安全大会」を本社で開いた。従業員
や協力会社の社員ら約250人が会場とオンラインで
参加し、労災防止を誓った。
　石川社長は「建設現場では重大事故になる可能性
が高い。互いに絶対に事故を起こさないことを肝に
銘じてほしい」と呼びかけた。
　安全な工事に貢献した８社と19人に表彰状が贈ら
れた。
� ［７／５付上毛］

【私募債寄付】
� ㈱悠牧舎
　㈱悠牧舎（代表取締役・阿久澤和仁氏／前橋支
部所属）。群馬銀行の「ぐんぎんSDGs私募債」で勢
多農林高にコルツヒーター３台とラットケージ２個
（６万円相当）。
� ［７／７付上毛］

【オンライン葬儀に対応】
� ㈱メモリード
　冠婚葬祭業の㈱メモリード（取締役部長・渡辺秀
信氏／太田支部所属）は８日、高崎市吉井町本郷に
「高崎吉井メモリードホール」を開設した。吉井地
区への出店は初。１日１件の貸し切り型で、家族葬
など小規模な葬儀に特化し、オンライン葬儀に対応
する。10 ～ 14日に見学会を開く。
　木造平屋建てで床面積は約320平方㍍。最大30席
の式場や清め会場、親族控室、安置ホールを一つず
つ設けた。家族や親しい人でゆっくり過ごしてもら

えるように、落ち着いた内装とした。式場の前後に
カメラを設置し、オンラインでの弔問にも対応する。
� ［７／９付上毛］

【私募債寄付】
� ㈱大野製作所
　㈱大野製作所（代表取締役・大野勝巳氏／富岡安
中支部所属）。群馬銀行の「ぐんぎんSDGs私募債」
で甘楽小幡小ににサッカーゴールネット一組（６万
円相当）
� ［７／ 12付上毛］

【共生社会を探る　町内観光ツアー】
� 共愛学園前橋国際大学
　国際色豊かな町内をガイド付きで巡ることができ
る大泉町観光協会の観光ツアーが同町内で開かれ、
共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支
部所属）の大嶋果織教授ゼミの３年生４人が参加し
た。
　同ゼミのテーマは「共生社会の諸課題を探求す
る」。大嶋教授と学生らは、ブラジル人学校「ジェ
ンテ・ミウダ」や外国人が多く利用するスーパーマー
ケット「タカラ」、ブラジル料理店「カサ・ブランカ」、
ブラジリアンプラザ内の日本定住資料館などを巡っ
た。同協会の小野修一副会長による講話もあった。
� ［７／ 12付上毛］

【ひんやり氷の恐竜】
� ㈱出雲・ホワイトパーク
　恐竜をテーマにした氷の彫刻展が、渋川市石原の
結婚式場ホワイトパーク（㈱出雲、代表取締役・中
野賢幸氏／渋川吾妻支部所属）内のアイスワールド
で開かれている。夏の暑さを忘れるほど冷たい空間
に、大きなティラノザウルスやトリケラトプス、プ
テラノドンなど15個が並ぶ。
　神流町恐竜センターとの連携企画で、センターの
チケットを持参して彫刻展を訪れた人に、アイスを
プレゼント。彫刻展のチケットをセンターで掲示、
見学すると、オリジナルグッズが贈られる。
　年末まで。午前10時～午後４時。入場料は中学生
以上1,000円、小学生500円。
� ［７／ 16付上毛］

【代表取締役社長就任】
　㈲真下会計事務所、専務取締役・眞下康久氏（太
田支部所属）は、この度、「代表取締役社長」に就
任しました。

【会員登録変更】
　陽光自動車㈲、代表取締役・山本邦彰氏（高崎支
部所属）は、この度「代表取締役・立川淳氏」に会
員登録を変更しました。
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日
時　

七
月
五
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
戸

塚
、
杉
﨑
、
阿
久
戸
、
理
事
／
吉
池
、

提
箸
、
小
林
、
佐
藤
、
小
池
、
佐
藤
、

山
崎
、
渡
辺
、
小
池
、
佐
藤
、
小
林
、

周
藤
、
神
保
、
金
井
、
佐
藤
、
古
澤
、

高
屋
敷
、
神
谷
、
徳
井
、
齋
藤
、
平

野
、
村
岡
、
中
西
、
関
口
、
小
板
橋
、

事
務
局
／
黒
岩
、阿
久
澤
、竹
内
（
役

員
計
二
十
六
名
）

【
議　

事
】

　

桐
生
支
部
長
の
周
藤
氏
が
議
長
を

つ
と
め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶
の
も

と
、
第
三
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
上
半
期
支
部
還
元
金
支
払
報
告

　

規
定
に
基
づ
き
、
上
半
期
の
支
部

還
元
金
が
支
払
わ
れ
た
旨
、
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、

今
後
の
計
画
や
活
動
報
告

等
が
あ
り
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

　

正
副
支
部
長
会
よ
り
、

五
〇
周
年
事
業
の
実
行
委

員
長
と
し
て
富
岡
安
中
支

部
長
の
佐
藤
氏
を
選
出
し

た
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
二
〇
二
二
経
営
研
究

集
会
の
概
要
提
案
に
つ
い

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社
〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2

TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102
URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

７月度常任理事会承認

高
崎
支
部

〒379-2234　伊勢崎市東小保方町4589-14

　はじめまして、4ever partners鈴木道子と申
します。キャリアコンサルタント、研修講師、カ
ウンセラー業務を中心に活動しております。同
友会での学びを通して、自分自身が成長し価
値を生み出していきたいと思っています。皆様
とのご縁を大切にして参りますのでどうぞよろ
しくお願いいたします。

ＴＥＬ：090−9151−1122

キャリアコンサルタント、研修講師、キャリアカウンセラー、人材育成ほか

【紹介者／朝岡伸江】
カフェめぐり、ヨガ

4ever partners

代　表
鈴　木　道　子

S48年生

て
　

研
究
集
会
実
行
委
員
会
よ
り
、
開

催
日
程
と
会
場
が
提
案
さ
れ
、
左
記

の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

日
時
／
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）

　

会
場
／
プ
ラ
ザ
ア
リ
ア（
伊
勢
崎
）

２
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
一

名
、
退
会
者
一
名
を
承
認
。
会
員
数

は
変
わ
ら
ず
五
三
一
名
と
な
り
ま
し

た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

資
源
高
、
部
品
調
達
難
、
円
安
、

物
価
上
昇
等
々
、
国
際
情
勢
の
影
響

と
対
応
策
に
つ
い
て
率
直
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

２
．
第
四
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
選
任

は
太
田
支
部
に
依
頼
し
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
八
月
二
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

　

後
半
の
一
時
間
は
、
公
正
取
引
委

員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
予

定
。

第３回


